平成19年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第６回理事会　議事録

日　時　平成20年2月16日（土）　９：００～１６：３０
場　所　愛知県　愛知県鉄構工業協同組合事務局
出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）、齊藤（青森）、媚山（北海道）、
齋藤（秋田）、吉岡（東京）、鈴木（千葉）、伊藤（三重）、苅谷（岐阜）、
大井（滋賀）、益田（山口）、玉城（沖縄）

欠席者　山崎（栃木）
オブザーバー　服部、林、松岡（以上中部BC）、福岡（北陸BC）、鋼構造出版（田中）

議事録作成　　齊藤（青森）
（司会進行）上柿副会長

１．開会

２．出席者の確認

３．会長挨拶（米森会長）
４月の全国大会が間近に迫ってきた。本日は同大会開催に向けた大詰めの調整をお願いしたい。また今期末で役員改選となるが、約半数の理事が交代となる見込みであるため、これまで取り組んできた事業の継続等についても検討いただきたい。

４．前回理事会以後の全青会本部の活動報告（米森会長）

1月16日、日本建築構造技術者協会（以下JSCA）中部支部の新年会に参加し、その席で自動車のサスペンションを製造しているカヤバ社の方の講演を聞いた。異業種ではあるが大変参考になった。
1月19日、JSCA北陸支部の新年会に参加。同中部支部の大野氏による名古屋スパイラルタワーの構造に関わる講演があった。
1月22日、全構協新年会に出席。懇親会の席でJSCAの木原会長と懇談し当会三役との懇親食事会を申し出たところ快諾を得た。早急に日程を固めたい。
2月8～10日、神奈川県で開催された全構協第4回後継経営者（幹部）研修に主催者側の立場で参加した。最終日に研修生による意見発表「自分はこんな経営を目指したい」で司会を務めた。研修生のなかにはいやいや参加した者もいたようだが、研修を終えるとほとんど全員が感謝と感激の気持ちを持って帰路についている印象を受けた。全青会として、このような熱い気持ちを消したくないので、同研修のフォロー事業を何としても実現したく、その意向を全構協・山本会長にお伝えした。内容が良く、継続的な事業を立案できれば、全構協からの支援も得られると思う。
５．ワーキンググループ討議
各ＷＧ担当者が集まり、前回理事会以降の事業の進捗をまとめる作業を行った。
６．各ブロック活動報告（報告書をホームページに掲載）

７．各ブロック助成金事業について

１）事業実施報告

①北陸ＢＣ（報告者＝米森理事）
平成20年2月1日に石川県で「鉄骨構造の可能性：デザイナーの立場から」をメインテーマとした講演会開催。52名参加。出向理事＝齋藤副会長
８．ワーキンググループ発表
１）行政及び対外交流ＷＧ
①行政交流事業（齋藤副会長）
全構協が性能評価業務を分離したことで、行政との交流を図りやすい業界体制になったと思われるが、建築確認の対応などで行政側が依然多忙な状況にある。先方の事情なども見極めながら、来年度から具体的な行動を起こしたい。
②産官学事業へのアプローチ（玉城理事）

全国各都道府県青年部を対象に、「産官学」が一体となった交流事例の有無や交流内容を問うアンケート調査を実施する。アンケートの最終的内容を本日まとめたので、可及的速やかに全国の会長にメール配信し、３月末までに回収、４月の全国大会で結果をフィードバックしたい。
③親会との位置付け調査（益田理事）
親会との位置付けに関するアンケートを全国の青年部を対象に実施し、調査結果を第２回会長会議の席で発表した。今期事業の最終的な取りまとめのため、データを米森会長に送信する。
④全青会名簿（媚山監事）

全青会HPでの全国会員名簿掲載に向け、基本フォーマットを作成した。
２）設計交流ＷＧ
①工作しやすい鉄骨設計・第３版（吉岡理事）
工作しやすい鉄骨設計第３版が昨年出版され、全構協を通じて全国の構成員に配布された。同書籍をテキストとした講習会も全国各地で行われている。建築基準法の改正に伴い、建築確認後のディテール変更が受け入れられづらくなっているが、逆に見れば我々が計画の段階から設計者と手を携える環境を整備するチャンスと捉えることができる。同書籍の内容をしっかり勉強し、設計者とのより良い関係構築の一助としてほしい。
――ここで、岐阜県が1月29日に開催した「工作しやすい鉄骨設計講習会」の参加者が、行政、設計関係者を含め約200名に達したことが苅谷理事から報告され、今後のモデルケースとすべく、苅谷理事に対し同講習会における受講者募集方法や運営に関わる資料の提出を依頼した。

②鋼構造ジャーナルでの「鉄骨１１０番」の掲載（鈴木理事）
昨年９月からジャーナルに月２回掲載しており、これまでに回答者であるJSCA千葉・園部氏を２度訪問した。現状では今年夏ごろまでの質問をストックしてあるが、来期も本事業を継続するのであれば新たな質問事項を募る必要がある。

――ここで松下副会長が鋼構造出版・田中氏に、ジャーナル側としての同企画継続の意思を問い、田中氏は継続をお願いしたい旨回答した。
③鉄骨需要拡大事業（山崎理事欠席のため米森会長）
先に作成した「安心・安全をつくる重量鉄骨住宅」パンフレットを活用した同事業の全国展開に向け、日本鉄鋼連盟への再アプローチを含め具体策を検討していく。
④設計交流の総括（松下副会長）
改正建築基準法に伴う建築確認の遅れなどで設計者側も混乱しており、我々との交流の時間を確保しづらい環境になっている。これまでに築いた縁が切れないよう、最大限の努力をお願いしたい。

３）工数監理ＷＧ
①溶接体験実習（齊藤理事）
第２回全国会長会議で実習のポイントを説明し、手引書を配布した。この資料をもとに全国で水平展開してほしい。本企画は、我々から設計者に押し付けるのでなく、設計者主導で推進するかたちに持って行くのが望ましい。先に購入した「溶接欠陥サンプル」については関東ＢＣ（吉岡理事）が保管して希望者に貸し出せる体制が年度内に整う見込み。
②余剰材管理利用（大井監事）
インターネットを活用した余剰材（Ｈ形鋼）共有化は、システム制作の予算さえ確保できればいつでも着手できる状態にある。
③ファブ主導の特記仕様書（伊藤理事）
中部ブロックの特記仕様書をメーリングリストで全国に配信するも反応はなかった。現状の仕様書を全青会HPにアップし、各地でそれぞれ手を加えて使ってもらうことにしたい。

――ここで、同仕様書を掲載する「資料ダウンロード専用ページ」を全青会HP上に設ける件について協議し、料金等の確認を総務ＷＧの苅谷理事に依頼した。

④会員相互の交流（松下副会長）
先に行われた第２回全国会長会議のレポートを前回理事会で提出したが、所属県やブロックの枠にとらわれない会員間の交流の必要性を多くの会長が感じている。全構協の後継経営者研修のフォロー事業を含め、来期事業の柱として推進していきたい。ただ、来年度は全構協の全国大会がなく、今期のように同大会に合わせて会員が集まる催しを企画することができない。我々の単独事業とすると予算も掛かるので、会長メール等を通じて全国の声を聞きながら検討を進めたい。

４）総務ＷＧ
①全青会ホームページ（苅谷理事）
サーバの契約期間が3月31日までなので更新を要する。その際にウルトラビジネス2に変更する予定。業者との契約は8月までとなっているので、来期のホームページ担当者の意向によってはそのタイミングで業者を変更すればよい。メーリングリストは今年度のものを引継ぐよりも、新規作成した方が得策と考える。理事、全国会長の名簿については改善等を施しながら現在のファイルを流用してもらいたい。
――（米森会長より）第8期として過去2年間に実施してきた事業を総合的に取りまとめたい。特に今期で退く理事の方には、電話等で報告を求めることになると思うので協力をいただきたい。

９．全国大会（岡山大会）について中間報告（益田理事）
昨年6月以降、計6回の実行委員会を開いて大会準備を進めており、本日も島根県で第７回委員会を開催している。

全国大会への参加希望会員は予備登録の段階で209名。1月16日に本登録の案内をメーリングリストで配信した。締め切りは2月末としている。各理事の方は、所属ブロックの会長に早めの返信を呼びかけていただきたい。

賛助会員への協賛依頼に際しては一部不手際があり、理事の方々にもご心配とご迷惑をお掛けしたこと大変申し訳なく思う。おかげさまで、当初予定金額の確保を達成しており、実行予算に沿って準備を進めているところにある。

――ここで通常総会議案書の内容について協議し

①2月末日までに各都道府県青年部に会員数の報告を求める
②決算以外の議案書内容の校正を各理事が行い、3月初旬までに中国ブロックに連絡する

ことを決めた。

10．通常総会について

通常総会シナリオを基に、各理事の役割と総会の流れを最終確認した。

11．全国会長会議について
協議の結果、会議のスケジュールを①会長あいさつ②ワーキンググループ（WG）活動報告③グループ討議④まとめ発表――とすることにした。司会は齋藤副会長。前回理事会で決定の通りグループ討議形式とし、テーブル数は10とする。討議テーマは①建築確認問題の実例②鋼材価格高騰問題と鉄骨単価への影響③鉄骨110番の問題抽出④他地域との交流（仲間作り）⑤全構協・後継経営者研修のフォロー事業――とする。討議テーマ、過去1年間のWG活動報告などの資料は事前に参加者にメール配信し、当日の持参を求める。資料の取りまとめ、配信は齋藤副会長が担当。参加者の座席の割り振りも齋藤副会長の担当とする。
12．その他
全構協の新組織体制や全国の鉄骨市場動向などについて情報交換した。
――（米森会長：全構協・後継経営者研修の補足として）同研修会では様々な方が講演を行ったが、キーワードは「良い人間関係の構築」に集約されると思う。先代の苦労があって今日の業界が築かれたわけだが、その時代は同業者を敵視し仕事を奪い合う状態にあった。我々に求められるのは仕事を分かち合う業界の構築。そのためには会員が気兼ねなく話合える人間関係を築いていく必要がある。『和』とネットワークを持って、仕事をやり取りできる状態に少しずつでも変えていく必要がある。
13．閉会
※次回理事会開催地
平成20年4月12日（土）10：00～
新旧理事合同理事会

於：岡山県岡山市
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